
 
 

 
 

 

 

                      

 

 
 

 

 

  

 
 

 

 

 第１０７号 

 

号 

 

平成２５年 

３月１３日発行 

福井県感染症発生動向調査速報 
（第５週 Ｈ２５年１/２８～第９週 Ｈ２５年３/３） 

２類：結核８名（１名）  

５類：急性脳炎１名、梅毒１名         

＊（ ）内は若狭管内の発生 

[発信者]  

若狭健康福祉センター  

地域保健課  田地・齊藤 

TEL：0770-52-1300 FAX:0770-52-1058 

ﾒｰﾙ：w-fukusi-c@pref.fukui.lg.jp 

※ご意見ご感想をお待ちしています。 

はっする第１０６号でも取り上げた風

疹が、過去５年間では最悪のペースで

流行しています。今回の流行の最大の

特徴は、免疫のない人が多い２０～４

０代の男性が中心となっていることで

す。今後、本格的な流行期である春か

ら夏にかけて本県でも流行する可能性

があります。 
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医師の届出の基準および届出の様式については別

紙をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

日時：Ｈ２５年３月２０日（水） 

１３：３０～１６：３０ 

場所：サンサンホーム小浜 

◇講演◇ 

「うつ病が私にくれた贈りもの～療養体験から学

んだこと～」 

講師：赤穂 依鈴子先生 

◇専門家による個別相談会◇ 

※相談会の申し込みは若狭健康福祉センターまで 

 

３月は自殺対策強化月間です。 

こころの健康講演会＆ 

悩みごと何でも相談会のお知らせ 

 

 

 

 

 

風しんは大人がかかると重症になることが多く、妊婦、とく

に妊娠初期のお母さんが風しんにかかると、胎児が風しんウ

イルスに感染し、難聴、心疾患、白内障、精神や身体の発達

の遅れ等、障がいをもった赤ちゃんが生まれる可能性があり

ます。妊婦は予防接種を受けることが出来ないため、周囲の

方々が予防接種をすることが大切です。 

特に下記の方々は予防接種を御検討下さい！ 

①妊婦の夫、子どもその他の同居家族 

②１０代後半から４０代の女性 

（特に妊娠希望者又は妊娠する可能性の高い方） 

③出産後早期の女性 

のうち抗体価が十分であることが確認できない方 

※風疹を予防するためには、予防接種を２回受ける必要

があります。誕生日が平成２年４月１日以前の方の多く

は２回受けていません。 

 
予防接種を受ける場合は、お近くの医療機関にご相

談ください。費用は医療機関によりますが、麻しん・

風しん（ＭＲ）混合ワクチンの場合、１回の接種で

８千円～１万円程度です。 

 

 

 

2013 年 

 

年 

【医療機関の方へ】新しいダニ媒介性疾患

「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）」が

感染症法において四類感染症に指定され

ました。 

 

 

無料 

風しんの予防接種について 

 

報告数 

 

風しん累積報告数の推移 2009～2013 年（第 1～９週） 

 風疹にご注意ください。 

 


